
府中市中心市街地活性化協議会設置要領 

 

（協議会の設置） 

第１条 府中市中心市街地の活性化を図るために中心市街地の活性化に関する法律 

（平成１０年法律第９２号。以下、「法」という。）第１５条１項の規定に基づき、 

中心市街地活性化協議会を設置する。 

 

 （名称） 

第２条 前条に規定する中心市街地活性化協議会は、府中市中心市街地活性化協議 

会（以下、「協議会」という。）と称する。 

 

 （目的） 

第３条 協議会は､法第９条第１項の規定により府中市が作成しようとする基本計

画並びに認定基本計画及びその実施に関し必要な事項について協議し、関係主体

が参画・連携するまちづくりの運営を横断的・総合的に調整することで、府中市

中心市街地の活性化の推進と府中市の発展に寄与することを目的とする。 

 

 （所掌事務） 

第４条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の活動を行う。 

 (1) 府中市が作成する中心市街地活性化基本計画並びに認定基本計画及びその実 

施に関し必要な事項についての意見提出 

 (2) 府中市中心市街地の活性化に係る総合調整 

 (3) 府中市中心市街地の活性化に関する委員相互の意見及び情報交換 

 (4) 府中市中心市街地の活性化に寄与する調査研究の実施 

 (5) その他中心市街地活性化に寄与する活動の企画及び実施 

 

 （構成員） 

第５条 協議会は、次の者をもって構成する。 

 (１) ㈱フォルマ（法第１５条第１項第１号） 

 (２) むさし府中商工会議所（法第１５条第１項第２号） 

(３) 前各号に掲げる者のほか、法第１５条４項第１号及び第２号に規定する者 

(４) 前各号に掲げる者のほか、協議会において特に必要があると認める者 

２ 前項各号に掲げる者のほか、公共施策、経済、都市計画の分野に関して優れ

た知識及び経験を有する者を構成員として加えることとする。 

 ３ 第１項第３号に該当する者であって、協議会の構成員でないものは、自己を 

協議会の会員として加えるよう協議会に申し出ることができる。この場合にお 

いて協議会は、正当な理由がある場合を除き、当該申出を拒むことができない。 

 



 ４ 前項の申出により、協議会の構成員となった者は、第１項第３号に規定する 

者でなくなったとき、又はなくなったと認められるときは、協議会を脱会する 

ものとする。 

 

 （任期） 

第６条 任期は、府中市中心市街地活性化基本計画の計画期間が完了するまでとす

る。 

 

 （会長及び副会長） 

第７条 協議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選による。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

 （会議） 

第８条 協議会の会議（以下、「会議」という。）は、会長が招集する。 

２ 委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。なお、欠席の 

場合、委任状をもって出席とみなすことができる。 

３ 会議の議事は、出席委員の２分の１以上で決し、可否同数のときは、会長の 

決するところによる。 

 

 （協議結果の尊重） 

第９条 協議会の構成員は、会議において協議が整った事項について、その協議結 

果を尊重しなければならない。 

 

 （意見聴取） 

第１０条 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対し、会議への出

席その他の方法により意見を求めることができる。 

 

 （庶務） 

第１１条 会議の庶務は、東京都府中市都市整備部計画課において処理する。 

 

 （雑則） 

第１２条 この要領に定めるもののほか運営に関し必要な事項は、会議に諮って定

める。 

 

 

 



付 則 

１ この要領は、平成２７年４月２１日から施行する。 

２ この要領は、第６条に規定する委員の任期が満了する日をもって、その効力を

失う。 

 


